
◆令和元年第4回定例会は、12月２日（月）開会予定です。

市議会のホームページは「伊万里市
議会」で検索、または右のQRコード
からご覧ください。

第71号

11月令和元年
（2019年）

市議会だより

一般会計
9月補正額：7億3437万円

予算総額：269億9638万円
(対前年同期：+1.0％)

玄海国定公園「竹の古場公園」展望台から

８月の豪雨災害で被災された方々に
心よりお見舞を申し上げます。

９月議会に上程された議案は
全会一致で可決しました。
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　9月	 開議時刻　午前10時

日
種　
別

内　　　　　容

2（月）本会議

開　会
会議録署名議員の指名
会期の決定
市長提出議案等　25件………一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

4（水）本会議 議案等に対する質疑

5（木）本会議

議案等に対する質疑
決議案の上程（決算審査特別委員会設置）
決議案の提案理由説明
決議案に対する質疑
決議案の討論及び採決
特別委員会委員の選任
特別委員会正副委員長の互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

6（金）休　会 特別委員会（公共施設最適化調査）

9（月）休　会 特別委員会（まちづくり・観光振興）

10（火）本会議 一般市政に対する質問

11（水）本会議 一般市政に対する質問

12（木）本会議

一般市政に対する質問
市長提出追加議案　3件……一括上程
市長提出追加議案の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
追加議案の常任委員会付託

13（金）休　会 常任委員会

17（火）休　会 常任委員会

19（木）休　会 正副委員長会

20（金）本会議

会期延長
市長提出追加議案等9件及び意見書案2件
　　　　　　　　　　　　 ……一括上程
市長提出追加議案等の提案理由説明
市長提出追加議案等に対する質疑
市長提出追加議案の特別委員会付託
意見書案の提案理由説明
意見書案に対する質疑
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案等の付議順序により討論及び採決

人権擁護委員候補者の推薦
＊小野 龍太さん　（大川内町）
＊梶原 敏雄さん　（黒川町）
＊福地 佳野さん　（波多津町）
＊松尾 ふき子さん（松浦町）
＊髙木 和之さん　（山代町）

伊万里市選挙管理委員及び
補充員の選挙結果

【委員】
＊岩永 孝雄さん　（南波多町）
＊田中 恒範さん　（波多津町）
＊永尾 　章さん　（山代町）
＊青木 龍子さん　（立花町）

【補充員】
＊有尾 　廣さん　（東山代町）
＊岩下 勝實さん　（黒川町）
＊大﨑 正之さん　（松浦町）
＊市川 哲也さん　（大川内町）

※前号に掲載ができませんでしたので
　今回、掲載します。

年賀状について

　公職選挙法の規定により、議員は年賀
状、暑中見舞いなど時候のあいさつにつ
いて、いただいたものへの返礼で、かつ裏
表とも自筆のもの以外は禁止されておりま
す。

　ご理解をお願い申し上げます。
議員一同

令和元年伊万里市議会第3回定例会
会　期　日　程

意　見　書
・教職員定数の改善及び義務教育費国庫
負担制度拡充を求める意見書（可決）

・地方財政の充実・強化を求める意見書
（可決）　

※会期を延長し、9/25から決算特別委員会が実施されました。
　報告につきましては次号に掲載させていただきます。

8月豪雨災害時の市議会の対応
　令和元年8月28日5時50分に市災害対策本部は
設置されたことに伴い、伊万里市議会災害対応会議
が設置され、8時35分に議長、副議長、議会運営委員
会委員長、常任委員会正副委員長が出席。
　市災害対策本部から被害状況等の報告を受け、当日
に予定されていた議案説明会の延期を決定しました。

※平成31年4月1日より「伊万里市議会における災害発生
時の対応要領」、「大規模災害発生時の伊万里市議会議員
の行動マニュアル」が施行されたことによるものです。
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　当委員会に付託されました条例議案４件、一
般議案１件、補正予算議案１件について審査の
結果、原案のとおり可決すべきものと決定しまし
た。主な内容は下記のとおりです。

【条例議案】
■会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例制定について
　地方行政の重要な担い手である臨時・非常
勤職員は任用制度が不明確であり、地方公共
団体によって任用・勤務条件に関する取り扱い
が様々でした。令和2年4月に新地方公務員法
の施行、会計年度任用職員制度の創設により、
新たに条例を制定するものです。
　委員から、現在の臨時・嘱託職員に対する
雇用条件等の説明や周知について質疑があり、

「10月下旬に説明を予定しており、周知を図っ
ていきます」との回答がありました。また、待遇や
手当等についての質疑では、「現在、初任給や
前歴換算などの制度設計をしています」と回答
がありました。
　総務委員会として「会計年度任用職員制度に
おける給与等の支給に関する規則については、
地方公務員法及び地方自治法の改正趣旨に鑑
み、十分な対応、措置を講じた内容とすること」
という意見を付しました。
■地方公務員法及び地方自治法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例制定について

８月の豪雨災害報告（防災危機管理課から）

　

　会計年度任用職員制度の施行に伴い、勤務
条件等に関する規定を追加するなど、関係する
9条例を整備するものです。
■市職員の分限に関する条例等の一部を改正

する条例制定について
　地方公務員法の改正に伴い、成年被後見人
及び被保佐人であることを理由とした欠格事項
その他の権利の制限に係る措置の適正化を図
るなど、関係する5条例を改正するものです。

【予算議案】
■伊万里市一般会計補正予算（第２号）
総務費
○移住・定住促進事業（移住支援金） 204万円
　東京圏からのＵＩＪターンによる移住促進のた
め、都道府県が運営するマッチングサイトに掲
載された求人情報により企業に就業し、又は起
業した移住者に対し、移住支援金を交付するも
のです。
・事業費 …… 移住支援金　100万円×２世帯
　　　　　　 事務費 ４万円（支援金の２%）
・負担割合 県75%（国50%、県25%）市25%
○市民活動促進事業（さが未来アシスト事業

費補助金） …………………… 357万2千円
　自然、人などの地域資源を活かした自発の地
域づくりに関する取り組みに対し、補助金を交付
するものです。
・事業主体…黒川町まちづくり運営協議会、古

伊萬里通りおひなさま実行委員会、波多津町
浦区、松浦町岳坂区、川内野コメCOME倶楽
部、南波多フットパス研究会

・事業費 447万6千円
・負担割合　県 45%、市45%、地元10%

○被害の内容（9月6日現在）
・人的被害　死者なし　・家屋損壊　なし
・床上浸水　４戸（うち非住家２戸）
・床下浸水　28戸（うち非住家５戸）
・その他の被害　道路25か所、河川38か所、農地53か

所、農用施設57か所、林道３か所
 ※避難情報は、防災行政無線、緊急速報メール、防災
ネットあんあん、ケーブルテレビ、市ホームページ、

 テレビ、ラジオ、ＦＡＸ、電話などで発信されました。

総務委員会
★所管　総務部、政策経営部、市民部（戸籍・住民 
 登録等）、出納室、選挙管理委員会、監査 
 委員、他の委員会に属しない事項

◎中山　光義　○岩﨑　義弥
　馬場　　繁　　加藤奈津実　　川田　耕一
　前田　久年　　盛　　泰子

市道宿分・中通線(松浦町)
　雨量（8月26日～30日の5日で422mm）、避難
所ごとの避難者数、食料配布数、被害の内容および
市の対応状況などが報告されました。

3　
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　当委員会に付託された条例議案3件、一般議
案４件、補正予算議案4件について審査の結果、
原案のとおり全会一致で可決すべきものと決定
いたしました。主な内容は下記のとおりです。

【条例議案】
■伊万里市立保育園条例及び伊万里市立幼

稚園条例の一部を改正する条例制定につい
て

　子ども・子育て支援法等の改正による幼児教
育・保育の無償化に伴い、市立保育園及び市立
幼稚園の保育料に関する規定を改正するもの
です。

【一般議案】
■工事請負契約の締結について
○伊万里中学校校舎建築工事
　（黒木・川原・古賀建設共同企業体）

………………………… 16億8,300万円
○伊万里中学校校舎電気設備工事
　（堤電気・昭栄電設建設共同企業体）

…………………………… 1億9,580万円
○伊万里中学校校舎機械設備工事
　（相生・川井産業建設共同企業体）

 ………………………… 2億3,320万円
【予算議案】
■伊万里市一般会計補正予算（第２号）
民生費
○地域医療介護総合確保事業

 ………………………… 1,461万1千円
　地域密着型サービス施設を開設する事業者
に対し、施設整備及び開設準備に要する経費を
補助するものです。　県10/10
○児童福祉総務事業（公立保育園等施設整備

検討委員会） ………………… 18万3千円
　老朽化が著しい公立保育園等施設の効率的
な整備方法を審議するため、委員会を設置し、
整備基本計画を策定するものです。　
○私立保育園整備促進事業… 1,421万4千円
　私立保育園に対し、園舎の改修に要する経費
を補助するものです。今回は立花保育園及び大
里保育園のトイレ改修と増築となっています。
負担割合　国１/2  市１/4  事業主体１/4　

教育費
○体育施設管理運営事業（（国見台体育施設

改修費用対効果分析業務委託料）
 …………………………… 436万7千円

　令和5年度に開催される国民スポーツ大会・
全国障害者スポーツ大会佐賀大会に向けて、国
見台体育施設を改修するに当たり、その財源とな
る国の社会資本整備総合交付金の申請時に必
要な「費用対効果」を分析するものです。
民生費・教育費
○大坪保育園・公民館複合施設整備事業

 ………………………… 2,042万6千円
　国の公共施設等適正管理推進事業債を活用
して、大坪保育園・公民館複合施設を計画し、平
成30年度に完了した基本設計に基づき、実施
設計及び地質調査を行うものです。この事業は
令和3年度までに旧施設の解体、整地まで終了
しなければなりません。
■伊万里市介護保険特別会計補正予算（第２号）

 …………………… 1億6,626万6千円
　平成30年度決算に伴う補正を行うとともに、
高額医療合算介護サービス給付費負担金を増
額するものです。
■伊万里市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ……………………… 310万6千円

　平成30年度決算伴う補正を行うとともに、健
康診査業務委託料を増額するものです。

【現地視察】
■大坪保育園・公民館複合施設予定地
　大坪公民館を使用しながら、グランドゴルフ
場に複合施設を建設します。基本計画の説明を
受けたあと、建物の配置や進入口などを確認し
ました。

文教厚生委員会
★所管　市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、
　　　　教育委員会

◎井手　　勲　○前田　邦幸
　西田晃一郎　　力武　勝範　前田　敏彦
　山口　恭寿　　樋渡　雅純

4　
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　当委員会に付託されました条例議案1件、補
正予算議案２件について審査の結果、原案のと
おり可決すべきものと決定いたしました。主な内
容は下記のとおりです。

【条例議案】
伊万里市水道料金、負担金及び手数料条例の
一部を改正する条例について
　今回の条例改正は、水道法の改正に伴い、給
水装置工事事業者の指定の更新に対して、審
査に係る手数料を徴収するため、改正するもの
です。

【予算議案】
■伊万里市一般会計補正予算（第２号）
労働費
□ふるさと伊万里就業奨励事業
　若年層の市外からの転入を促進し、あわせて
市内中小企業等の人材確保を図る就業奨励金
について、対象者を５名と見込んでいたが、対象
者が見込みよりも多くなったため予算が不足す
る７人分を増額する。
・就業奨励金
 （年間見込）　（既決）　 　  （補正額）
  240万円 － 100万円　＝ 140万円
・対象者数　年間12人（既決５人＋補正7人）
農林水産業費
○人・農地プラン推進事業
　平成24年に11地区（当時の農協支所単位）
で策定された「人・農地プラン」を集落単位に
細分化し、各集落での話合いに基づいて、地域
農業の担い手確保等の将来方針を掲げた新た
なプランを策定するため、将来の営農意向等に
関するアンケート調査や、農地利用の現状の地
図化等を行うものです。
・プラン策定予定数 ……………… 145集落
・アンケート調査に要する経費 … 54万7千円
・地図作製に要する経費 ……… 61万３千円
・事業費 …………………………… 116万円
○ため池整備促進事業
　ため池が地震で決壊した場合の浸水範囲及
び避難経路等を網羅した「ため池ハザードマッ

プ」9か所の作成を予定していたが、国の予算
の追加配分に伴い、作成箇所を新たに9か所追
加するものです。
・作成業務委託料
  （年度見込み）　 　（既決）　　   （補正額）
 4,476万６千円-2,226万6千円＝2,250万円
・実施箇所　18か所（既決9か所+補正9か所）
・負担割合　県10／10
商工費
○観光ＰＲ事業　
　観光振興などを目的とした包括連携協力協
定を締結している日本航空(株)と連携して展開
する、タイへの農産物輸出事業の中の伊万里
フェアに合わせ、12月中旬（予定）にバンコクに
おいて、本市の物産・観光の知名度を向上させ、
誘客促進を図るためのＰＲ活動を実施するため
のものです。
・事業費 ……………………………… 41万円
土木費
○道路管理事業
　身近な生活道路である市道について、歩行者
や車両が安全に通行できるよう、側溝整備、舗
装、路肩等の維持補修するものです。
・事業費 ………………………… 2,400万円
○交通安全施設整備事業
　防護柵・区画線及び反射鏡など交通安全施
設を整備するものです。
・事業費 …………………………… 300万円
○空家等管理促進事業
　個人が特定空家を除去する費用の一部を補
助する特定空家等除却事業費補助金について
は、１件と見込んでいたが、２件目の補助金申
請があったため、不足分を増額するものです。
・事業費 ………………………… 43万2千円
■伊万里市市営駐車場特別会計補正予算（第１号）　
　平成30年度決算に伴い補正するものです。

（意見）
〇市道側溝の排水機能が豪雨時においても発
揮できるように日頃の管理を徹底すること。

産業建設委員会
★所管　産業部、建設部、上下水道部

◎松永　孝三　〇山口　常人
　坂本　繁憲　　梶山　　太　松尾　雅宏
　渡邊　英洋　　笠原　義久

5　
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的に活用していくための経営活動。
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○ 大分県佐伯市
　平成17年に合併され、旧市町村時代の同
種・同機能の施設が多く存在している状況であ
り、その施設の老朽化に伴う更新費用が大きな
負担となることが予測されることから、平成28
年に公共施設等総合管理計画を策定し、平成
30年に個別施設計画を策定され、適正配置に
向けた取り組みをされています。庁内の連携体
制推進については、「公共施設マネジメント通
信」の発行をするなど職員への意識啓発にも取
り組まれています。

○鹿児島県出水市
　平成25年から公共施設マネジメント事業
に取り組まれ、平成26年から3年間で「公共施
設白書」「公共施設適正配置計画」「公共施設
等保全計画」を策定、これら3つの計画をもって

「公共施設等総合管理計画」とされています。
施設等の情報管理については、自前で出力する
システムを構築、エクセルやグーグルマップな
どを利用して管理、運営をされている。学校関係
施設については、小規模校を生かす取り組みを
されており、複合化、共有化の方針を定められ
ています。

○熊本県山鹿市
　児童生徒数の減少により小規模校が増加、老
朽化に伴う耐震化対策も必要になる中、「市立
小・中学校規模適正化基本計画」を策定。原則、
1中学校区・1小学校の枠組みを考慮し、当初
20校あった小学校を最終的に8校、中学校に
おいても6校から5校に統廃合が行われる計画
です。地元への説明会では反対意見もあるが、
粘り強く説明し、住民の理解を得る努力をされ
ています。

（意見）
　公共施設マネジメントについては、関係部署
と連携し、全庁的な共通認識のもと効果的な取
り組みを推進できるよう職員の意識啓発に努め
ること。

公共施設最適化調査特別委員会
　６月定例会において、人口減少や少子高齢
化の本格的な到来を見据えて、行財政分析も踏
まえ、★ファシリティマネジメントについて調査・
提言を行う特別委員会として設置されました。

○伊万里市公共施設等総合管理計画の概要
　本市所有の公共施設については、建築から
30年以上が経過した建築物が多く現存し、その
多くが改修時期を迎えています。今後、人口減少
とともに税収の減少も見込まれ、厳しい財政状
況となる中、これまで同様の規模で維持すること
ができない状況が見込まれることから、総合的
かつ計画的な管理に取り組むため、長期的な
視点で公共施設の有り方に関する基本的な方
向性が定められています。

○公共施設等管理システムの導入　
　市所有の公共建築物の基礎情報、建物情報
等に関するデータを一元管理・共有化し、施設

の状況把握と運営の効率化を図るもので、個々
の施設ごとのカルテの作成や建物の将来の更
新費用の試算などができるものとなっています。
システム導入により全職員が全ての資産状況を
見ることができるようになります。

○伊万里市立学校規模適正化協議会について
　今年度から２年間かけて、教育委員会から伊
万里市立学校規模適正化協議会へ諮問され
た「国見中学校、滝野中学校を統合する」、「今
後の伊万里市立学校の在り方について」、協議
会を開催され、地域での協議結果も考慮しなが
ら、協議、答申をされる予定となっています。

○学校施設の現状
　学校施設の耐震化については、東山代小学
校と伊万里中学校が一部対応できていない状
況だが、伊万里中学校は本年度から改築、改修
工事が始まる予定となっています。

◎樋渡　雅純　○川田　耕一
　西田晃一郎　　山口　常人　中山　光義　　　
　井手　　勲

視察報告（8月19日～21日）

山鹿市立山鹿小学校
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まちづくり・観光振興特別委員会
１．まちづくりの取り組みについて
　各地区・町において、進捗する人口減少や少
子高齢化等に伴い、地域づくりを取り巻く環境
が変化しています。このような中、「住み慣れた
地域で将来にわたって元気に安心して暮らせる
まち」を目指し、自助・互助による課題の解決や
まちづくりへの取組み活動を促進するため、住
民主体の座談会を開催し、今後の地域づくりの
在り方、取組み方策（将来ビジョン）について検
討が行われています。

２．観光の取り組みについて　
（１）伊万里ブランド販売促進事業
　福岡、北九州及び横浜のホテルで伊万里産
食材を中心とした料理を伊万里焼の器で提供
する伊万里フェアが開催されました。提供され
た食材のなかには、このフェアを契機としての常
時取引に繋がったものもある。また、大川内山で
開催される風鈴まつりの時期にあわせて市内
外の17か所で計738個の伊万里焼風鈴の展
示が行われ、本市への誘客促進が図られていま
す。このほか、福岡空港国内線の売店「JALUX」
に伊万里コーナーが常設され、現在９事業者の
31商品が販売されています。

（２）観光振興団体支援事業
　本市とJALは平成29年に観光振興や人材育
成を目的に包括連携協力協定を結び、その後、
連携して様々な事業に取り組んでいる。７月には
福岡空港のビルで福岡市内の子供を対象に伊
万里焼伝統工芸士による伊万里焼絵付け・ろく
ろ体験が行われ大変好評でした。
　また、佐賀県が舞台の人気テレビアニメにも
登場している市内の飲食店に市物産振興協議
会が作成した市内観光地の案内看板を設置す
るなど様々な所で誘客が図られています。

（３）祭り開催支援事業
　８月４日に開催されたどっちゃん祭りには約
３万人の人出があった。
　10月26、27日にはいまり秋祭りが開催さ
れ、11月16日にはCygames（サイゲームス）
presents伊万里湾大花火が今年も開催され

る。現在、同時に
開催されるイベン
トの内容について
企画中であり、市
内事業者の出店
ブースについても
検討されている。

（４）市内周遊観光券発行支援事業
　観光客に市内周遊観光券を利用していただ
くことで、滞在時間を延ばすとともにリピーター
の獲得が図られている。前年度の実績は利用冊
数711冊、利用額224万３千円だったが、昨年
度は８月から12月であった利用期間が今年度
は７月から翌年の２月までに拡大され、今年は
７月だけで利用冊数324冊、利用額75万３千
円の実績が上がっている。

（質疑）
質問：宿泊施設や団体客の食事場所など、今後
の観光客の受け入れ体制についてはどのよう
に考えているか。
回答：市内には現在大小７つの宿泊施設があ
り、さらに民間の宿泊施設が２つ建設中である。
近年は、これまでの団体での物見遊山のような
観光から、個人での質を求める観光に変わって
きているため、今後は受け入れ体制に軸足を置
き、市だけではなく関係機関と連携して取り組む
方向で考えている。

（意見）
　地域によって地域づくり座談会の運営方法や
進捗状況が異なるため、取組みに大きな差異が
生じないよう情報共有を図ること。

◎松尾　雅宏　○加藤奈津実
　松永　孝三　　前田　久年　　笠原　義久
　渡邊　英洋

7　
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一　般　質　問 （質問順）

議 員 名 質　問　事　項

山口　常人
1.交通渋滞の現状について
2.伊万里川河口の環境整備について
3.汚水処理の現状と整備方針について
4.学校教育の方向性について

笠原　義久
1.市内自治区の見直し、統合問題について
2.観光行政の現状と将来への考え方について
3.浦ノ崎廃棄物処理場の今後について

松尾　雅宏

1.道の駅について
2.農業関係について
　（1）有害鳥獣対策
　（2）さが園芸農業者育成対策事業
3.懲戒審査委員会について
4.市民会館について

西田晃一郎

1.伊万里市地域包括支援センターの移設に
ついて

　（1）背景と目的
　（2）予算
　（3）今後の体制

川田　耕一
1.高齢化社会における認知症施策について
　（1）新オレンジプラン
　（2）認知症施策推進大綱
2.高齢者の交通事故防止について

加藤奈津実

1.保育料無償化について
　（1）保育事業者の声
　（2）副食費の徴収について
2.伊万里市の歌について
　（1）市として制作に関わった伊万里の歌
　（2）伊万里讃歌の活用

前田　敏彦

1.松浦鉄道について
　（1）施設整備補助金について
　（2）利用促進について
　（3）施設整備について
　（4）今後について
2.河川の管理について
　（1）８月豪雨に伴う被害状況について
　（2）河川の管理状況について
　（3）今後の対応について

松永　孝三
1.地方公共団体における内部統制について
2.地方公会計制度について
3.超スマート社会に向けた取り組みについて

力武　勝範

1.会計年度任用職員制度について
　（1）規則の制定
　（2）フルタイムとパートタイム
　（3）社会保険制度
　（4）財政対策
　（5）今後の職員体制

岩﨑　義弥

1.ゾンビランドサガ特別チームを
　（1）市とのコラボの現状
　（2）特別チーム編成の提案
　（3）市長の考え
2.集落支援員で地域人材活用を
　（1）制度の概要
　（2）導入の提案
　（3）市長の考え

山口　恭寿

1.障がい者福祉について
　（1）重度心身障害者医療費助成について
　（2）対策　現物給付へ
2.災害に強い街づくりについて
　（1）８月佐賀豪雨災害の被災状況
　（2）今後の対策
3.ふるさと納税について
　（1）現状
　（2）対策

議 員 名 質　問　事　項

坂本　繁憲

1.「道の駅伊万里」の活性化
　（1）「ふるさと村」建設の経緯
　（2）「ふるさと村」から「道の駅伊万里」への
　　  転換
　（3）観光客数の推移
　（4）市長の考え
2.片耳難聴者への公的支援
　（1）国の動向
　（2）県の動向
　（3）本市の取組み
　（4）市長の思い
3.道路上の支障木伐採
　（1）道路上の支障木の把握
　（2）責任の所在
　（3）費用負担

盛　　泰子

1.市民の安心・安全の確保へ向けて
　（1）横断歩道の設置
　（2）原発事故時の避難先
2.子どもたちの健やかな成長へ向けて
　（1）障がい児福祉計画
　（2）「不登校」と起立性調節障害
3.心豊かな人材の確保へ向けて
　（1）幼児教育・保育無償化
　（2）職員の確保

梶山　　太

1.買い物支援（弱者・難民対策）について
　（1）現在の取り組みについて
　（2）今後の展開について
2.第３次食育推進基本計画について
　（1）欠食児童の現状
　（2）本市の取り組みについて
3.市の配布物のスリム化について
　（1）配布物の現状
　（2）将来展望

前田　邦幸

1.第６次伊万里市総合計画前期基本計画に
ついて

　（1）現在までの状況
　（2）子育て支援充実について
　（3）医療体制の充実について
　（4）学校教育の推進について
　（5）今後の総合計画の進め方

渡邊　英洋

1.道路網整備について
　（1）現在の取り組み状況
　（2）国道204号４．４Ｋｍ改修
　（3）臨港道路の進捗状況
2.公園管理について
　（1）管理状況
　（2）国定公園について
3.進む高齢化社会への対応
　（1）現状
　（2）2025年問題をどう予測するか
　（3）更なる健康増進への取り組み

樋渡　雅純

1.色覚バリアフリーの対応
　（1）本市の対応状況
　（2）防災・各種ハザードマップ等への対応
　（3）ガイドラインの作成
2.高齢者肺炎球菌ワクチン接種率の向上に

ついて
　（1）５年間の接種状況
　（2）経過措置延長と接種率の向上UP
　（3）未接種者への再通知
3.学校給食費の公会計化
　（1）徴収・管理の現状と背景への認識
　（2）徴収・管理に関するガイドライン
　（3）本市の今後の方向性

前田　久年 1.婚活推進事業について
2.地方創生への対応について

8　
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質
問  

伊
万
里
町
の
自
治
区
の
現
状

を
ど
の
様
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

半
数
以
上
が
30
世
帯
に
満
た
な
い
自

治
区
で
あ
り
、区
長
、役
員
の
な
り
手
が

な
く
行
事
が
成
立
せ
ず
、町
の
行
事
に

も
参
加
で
き
な
い
。

 

質
問  

見
直
し
に
つ
い
て
行
政
は
積
極

的
な
指
導
は
し
な
い
の
か
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

25
年
頃
ま
で
は
区
長
会
と
の
意
見
交

換
が
開
催
さ
れ
た
が
現
在
は
な
い
。区

民
の
総
意
と
区
長
会
か
ら
の
相
談
が
あ

れ
ば
一
つ
一
つ
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
な

が
ら
、支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問  
観
光
行
政
の
現
在
の
取
組
み

は
。

 

答
弁  

産
業
部
長

　

総
務
省
が
推
奨
し
て
い
る
、地
域
お

こ
し
、競
争
力
の
強
化
、福
岡
都
市
園

か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
三
本
柱
と
し
て

い
る
。そ
の
為
に
は
あ
ら
ゆ
る
機
関
を

通
じ
て
宣
伝
活
動
を
実
行
し
て
い
る
。

 

答
弁  

市
長

　

観
光
行
政
を
市
民
に
理
解
を
し
て
も

ら
い
、町
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
協
力

を
し
て
ほ
し
い
。誘
客
と
も
て
な
し
の
心

を
持
ち
、交
流
人
口
を
増
や
し
、伊
万

里
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
様
、

オ
ー
ル
伊
万
里
で
観
光
行
政
に
邁
進
し

て
行
き
た
い
。

 

質
問  

現
在
の
廃
棄
物
処
理
場
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

将
来
的
に
伊
万
里
市
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、工
業
団
地
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
る
。現
在
の
と
こ
ろ
県
は
具
体
的
に

伊
万
里
市
に
用
地
化
を
示
し
て
い
な
い

が
、今
後
と
も
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

 

質
問  

伊
万
里
港
の
立
地
や
造
成
工

事
単
価
を
考
え
る
と
リ
ス
ク
も
生
じ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

佐
賀
県
と
の
周
到
な
打
ち
合
わ
せ
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
。

笠
原　

義
久

観
光
行
政
の
現
況
に
つ
い

て

浦
ノ
崎
廃
棄
物
処
理
場
に

つ
い
て

市
内
自
治
区
の
見
直
し

統
合
問
題
に
つ
い
て

 

質
問  

市
内
各
所
で
の
交
通
渋
滞
の
状

況
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
、又
、今
後
の
対
策
は
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

朝
夕
の
渋
滞
状
況
に
つ
い
て
は
、承

知
し
て
い
る
。時
差
式
信
号
や
矢
印
表

示
等
の
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。未
だ
課

題
は
有
る
の
で
、今
後
も
各
関
係
機
関

と
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

質
問  

東
八
谷
搦
踏
切
の
改
善
は
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

東
八
谷
搦
踏
切
の
信
号
化
は
有
効

的
な
手
段
。必
要
性
が
出
て
き
た
場
合

に
は
、市
と
し
て
も
関
係
機
関
へ
働
き

か
け
を
し
て
参
り
ま
す
。

 

質
問  

観
光
伊
万
里
か
ら
見
た
時
に
、

現
状
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

昭
和
42
年
の
水
害
を
受
け
河
川
拡

幅
工
事
が
な
さ
れ
、複
断
面
で
整
備
さ

れ
た
。今
後
は
、観
光
伊
万
里
の
資
源

と
し
て
、ど
の
よ
う
な
提
案
を
県
に
で

き
る
か
検
討
し
ま
す
。

 

質
問  

伊
万
里
川
河
口
部
は
、土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
、浚
渫
が
必
要
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

本
年
度
は
、ト
ン
テ
ン
ト
ン
の
川
落
と

し
場
を
計
画
、河
口
部
に
つ
き
ま
し
て

は
、土
砂
堆
積
に
よ
り
治
水
安
全
上
を

考
慮
し
て
、県
へ
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

 
質
問  

汚
水
処
理
の
現
状
と
合
併
処

理
浄
化
槽
の
補
助
額
の
拡
充
は
。

 

答
弁  
上
下
水
道
部
長

　

下
水
道
の
整
備
は
、現
状
維
持
。今

後
は
、市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
の
促
進
を
す
る
た

め
の
方
法
を
更
に
検
討
し
ま
す
。
 

質
問  

昨
年
さ
が
維
新
博
で
、佐
賀
の

偉
人
が
脚
光
を
浴
び
た
。本
市
に
お
い

て
も
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、未
来
へ
の
志

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
ほ

し
い
、本
市
学
校
教
育
へ
の
思
い
。　
　
　
　
　
　
　

 

答
弁  

教
育
長

　

夢
や
希
望
に
挑
戦
し
、や
さ
し
さ
と

た
く
ま
し
さ
を
持
ち
、郷
土
に
誇
り
を

持
つ
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

山
口　

常
人

伊
万
里
川
の
環
境
整
備
に

つ
い
て

汚
水
処
理
の
現
状
と
整
備

方
針

学
校
教
育
の
方
向
性
と
思
い

交
通
渋
滞
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

9　
9　



◆一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。

一
　
般
　
質
　
問

71

 

質
問  

旧
食
堂
の
利
用
状
況
は
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

平
成
29
年
12
月
末
か
ら
事
業
者
が

撤
退
後
、会
議
室
等
と
し
て
も
ほ
と
ん

ど
利
用
実
績
が
無
い
状
況
だ
っ
た
の

で
、有
効
活
用
の
策
と
し
て
移
設
を
す

る
。

 

質
問  

移
設
の
経
緯
と
利
便
性
に
つ
い

て
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、長
寿
社
会

課
や
市
民
課
の
業
務
量
が
増
加
し
、ス

ペ
ー
ス
が
手
狭
に
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
た
め
、各
課
が
本
来
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、移
設
に
よ
る

改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
は
、

同
じ
建
物
内
に
健
康
づ
く
り
課
を
移
設

し
、健
康
増
進
に
係
る
フ
ロ
ア
ー
と
し
、

保
健
・
医
療
・
介
護
分
野
の
総
合
相
談
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
り
、利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
。

 

質
問  

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
予
算
に
つ

い
て
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

売
店
入
口
側
ド
ア
の
自
動
ド
ア
化

や
出
入
口
付
近
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、約
65
万
円
を
見
込
み
改
修
す

る
。

 

質
問  

庁
内
連
携
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

移
設
に
伴
い
、物
理
的
距
離
が
発
生

す
る
が
、他
の
部
署
に
ま
た
が
る
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、関
係
部
署
の
担
当

者
が
一
斉
に
集
ま
り
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
す
る
。ま
た
、子
育
て
支
援
係
が
隣

接
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
や
高
齢
者
等

に
対
す
る
虐
待
等
の
相
談
業
務
の
連
携

も
図
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 

質
問  

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
、
相
談
支
援
体
制
の
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

市
長

　

国
が
示
す「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」

の
実
現
に
向
け
て
、地
域
を
構
成
す
る

多
様
な
主
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
り
、こ
れ
を
仲
介
す
る
役
割
を
担
う

専
門
職
の
確
保
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。よ
っ
て
、職
員
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
も
社
会
福
祉
士
や
保
健
師
、保
育
士

等
の
専
門
職
の
採
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。そ
し
て
、職
員
が
有
し
て
い
る

資
格
や
相
談
業
務
等
に
対
す
る
積
極

性
や
適
正
を
含
め
配
置
を
検
討
し
て
い

く
。

西
田 

晃
一
郎

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
旧
食
堂
へ
の
移

設
に
つ
い
て

 

質
問  

先
の
議
会
答
弁
で
道
の
駅
に
つ

い
て
は
J
A
・
観
光
協
会
の
ト
ッ
プ
協

議
を
行
い
方
向
付
け
す
る
と
の
事
だ
っ

た
が
協
議
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

協
議
で
は
西
九
州
自
動
車
道
の
整

備
後
は
福
岡
都
市
圏
か
ら
１
時
間
と

な
り
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
に
は
魅

力
あ
る
施
設
で
あ
る
の
は
一
致
し
た
意

見
で
あ
っ
た
。市
と
し
て
は
建
設
に
伴

う
費
用
負
担
や
福
岡
か
ら
伊
万
里
ま
で

に
糸
島
の
伊
都
菜
彩
や
唐
津
う
ま
か
も

ん
市
場
も
あ
り
、そ
の
投
資
効
果
を
見

極
め
た
い
。

 

質
問  

今
の
答
弁
で
は
、建
設
や
用
地

取
得
費
の
市
財
政
負
担
を
心
配
さ
れ
て

い
る
が
、登
録
要
件
で
は
駐
車
場
・
ト
イ

レ
・
休
憩
所
・
道
路
情
報
提
供
施
設
は

用
地
買
収
を
含
め
道
路
管
理
者
が
整

備
す
る
と
な
っ
て
い
る
。残
る
地
域
振

興
施
設
は
J
A
で
設
置
予
定
で
あ
る
の

で
、基
本
市
の
財
政
負
担
は
伴
わ
な
い

が
、な
ぜ
動
か
な
い
の
か
。

 

答
弁  

市
長

　

実
際
に
ど
こ
ま
で
か
か
る
の
か
、特
徴

は
何
か
等
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。基
本
、市
の
持
ち
出
し
が
な

い
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、国
土
交
通
省

に
確
認
を
取
り
再
考
す
る
。

 
質
問  

有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
、猟
友
会

で
は
処
分
場
に
苦
慮
さ
れ
て
お
り
市
長

も
何
と
か
し
た
い
と
言
わ
れ
た
が
対
策

は
打
て
た
か
。

 

答
弁  

市
長

　

処
分
施
設
を
県
に
要
望
し
た
が
難
し

い
。結
果
、埋
設
し
か
方
法
が
な
い
。し
か

し
、同
様
の
要
望
が
他
市
か
ら
も
あ
り
、

今
後
も
共
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

 

質
問  

さ
が
園
芸
生
産
8
8
8
億
円

推
進
事
業
に
つ
い
て
も
や
る
気
の
あ
る

農
業
者
に
は
積
極
的
に
支
援
す
る
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、予
算
措
置
は
出
来
た

か
。

 

答
弁  

市
長

　

平
成
31
年
度
、15
事
業
す
べ
て
予
算

措
置
を
行
な
っ
た
。令
和
２
年
度
に
つ
い

て
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
が
、県

の
措
置
が
あ
れ
ば
確
保
し
て
い
く
。

松
尾　

雅
宏　

新
し
い「
道
の
駅
」に

つ
い
て

農
業
関
係
に
つ
い
て

10　
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質
問  

認
知
症
患
者
の
推
移
に
つ
い

て
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

５
年
前
か
ら
比
べ
る
と
、人
数
で
は

約
２
０
０
人
増
加
し
、85
歳
以
上
の
患

者
数
は
１
３
８
５
人
と
４
１
．５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

 

質
問  

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
概
要

は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

平
成
27
年
に「
認
知
症
高
齢
者
に
優

し
い
地
域
を
め
ざ
し
て
」策
定
さ
れ
、社

会
全
体
の
理
解
と
普
及
、啓
発
に
取
り

組
み
、予
防
や
治
療
、介
護
な
ど
の
研

究
開
発
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
が
、

伊
万
里
市
は
ほ
と
ん
ど
の
目
標
を
達
成

し
、現
在
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

質
問  

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
の
概

要
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
よ
り
深
め
た

も
の
で
、発
症
を
遅
ら
せ
、認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
、予
防
や
社
会
参
加
支
援
等
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
高
齢
者
向
け
の
い
き
い
き

百
歳
体
操
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
、認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
本
人
や

ご
家
族
の
負
担
を
減
ら
し
、地
域
と
と

も
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

推
進
し
、周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

 
質
問  

伊
万
里
市
に
お
け
る
交
通
事
故

の
現
状
は
。

 

答
弁  
総
務
部
長

　

市
内
で
も
交
通
事
故
件
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、高
齢
者
の
事
故

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
 

質
問  

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
踏
み
間

違
い
装
置
等
の
装
備
に
対
す
る
補
助
の

考
え
は
。

 

答
弁  

市
長

　

今
の
と
こ
ろ
、補

助
を
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　

川
田　

耕
一

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

認
知
症
施
策
に
つ
い
て

伊
万
里
市
の
歌
に
つ
い
て

 

質
問  

保
育
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ

及
び
陳
情
の
内
容
は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

保
護
者
か
ら
園
が
実
費
で
徴
収
す
る

よ
う
に
な
る
副
食
費
の
金
額
設
定
及
び

徴
収
方
法
、滞
納
時
の
対
応
な
ど
の
問

合
せ
が
主
。陳
情
は
給
食
費
の
無
償
化

や
児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
な
ど
。

 

質
問  

児
童
手
当
か
ら
副
食
費
を
徴

収
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

保
護
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
滞
納

分
を
差
し
引
く
こ
と
は
で
き
る
。

 

質
問  

副
食
費
補
助
の
可
能
性
は
。

 

答
弁  

市
長

　

今
す
ぐ
の
補
助
は
難
し
い
が
、園
と

十
分
に
連
絡
を
取
り
情
報
提
供
を
し

な
が
ら
市
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。10
月
以
降
に
問
題
が
出
て
き
た
場

合
に
は
再
度
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 

質
問  

市
が
制
作
に
関
わ
っ
た
伊
万
里

の
歌
は
。

 

答
弁  

教
育
部
長

　

昭
和
54
年
に
市
政
施
行
25
周
年
に

合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
交
響
詩
伊
万
里
。

平
成
４
年
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に

口
ず
さ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
作
ら
れ

た
伊
万
里
讃
歌
。

 

質
問  

市
が
公
式
に
認
め
る
市
歌
は
。

 

答
弁  

教
育
部
長

　

指
定
す
る
市
の
歌
は
な
い
。

 

質
問  

郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
伊
万

里
讃
歌
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
こ

と
は
可
能
か
。

 

答
弁  

教
育
長

　

授
業
で
は
難
し
い
が
、郷
土
を
学
ぶ

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
行
事
の
発
表

会
等
で
活
用
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ

る
と
思
う
。是
非
家
庭
で
も
歌
う
機
会

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

 

質
問  

伊
万
里
讃
歌
を
公
式
な
市
歌

と
し
、市
を
あ
げ
て
永
く
歌
い
継
い
で
い

く
こ
と
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

市
長

　

伊
万
里
学
の
す
す
め
で
あ
り
、伊
万

里
讃
歌
が
作
ら
れ
た
当
時
の
精
神
は
引

き
継
い
で
い
き
た
い
。市
歌
に
す
る
か
ど

う
か
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

加
藤
奈
津
実　
　

保
育
料
無
償
化
に
つ

い
て

11　
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質
問  

７
月
に
開
催
さ
れ
た
松
浦
鉄

道
連
絡
協
議
会
総
会
の
概
要
は
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

国
庫
補
助
金
の
一
部
不
交
付
等
に
よ

り
基
金
を
取
り
崩
し
、令
和
２
年
度
に

は
基
金
下
限
と
し
て
い
る
２
億
円
を
割

り
込
む
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、11
月

の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、追
加
負
担
を

ど
う
す
る
か
を
決
定
す
る
。

 

質
問  

松
浦
鉄
道
で
は
様
々
な
利
用
促

進
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
こ
ま
で
関
与
で
き
る
か
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

市
長
は
松
浦
鉄
道
の
取
締
役
で
あ
る

こ
と
か
ら
、取
締
役
会
に
お
い
て
発
言

で
き
る
。今
後
は
利
用
促
進
に
向
け
て

提
案
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問  

高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
方

の
た
め
、階
段
し
か
な
い
駅
に
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
で
き
な
い
か
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

あ
く
ま
で
も
松
浦
鉄
道
が
経
営
主

体
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。今
後
、松
浦
鉄
道
の
内
部
留
保
資
金

が
増
加
す
れ
ば
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

 

質
問  

今
後
人
口
減
少
が
推
計
さ
れ

る
中
で
、地
域
住
民
の
足
で
あ
る
松
浦

鉄
道
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、更
な
る

利
用
促
進
や
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

 

答
弁  

市
長

　

少
子
化
に
よ
り
定
期
利
用
者
は
減
少

し
て
い
る
が
、一
般
利
用
者
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。松
浦
鉄
道
の
経
営
改
善
に
向

け
利
用
促
進
を
図
る
提
案
を
行
い
、地

域
住
民
の
足
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

 

質
問  

八
月
豪
雨
に
よ
る
市
が
管
理

す
る
河
川
の
被
害
状
況
は
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

災
害
復
旧
を
必
要
と
す
る
河
川
被
害

箇
所
は
38
か
所
、被
害
額
約
１
億
円
。

 

質
問  

災
害
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め

に
、日
常
の
点
検
・
維
持
管
理
は
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

準
用
河
川
に
つ
い
て
は
、年
２
回
点

検
し
て
い
る
。地
元
関
係
者
に
維
持
管

理
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、高
齢
化
や

後
継
者
不
足
で
浚
渫
や
法
面
の
草
刈
な

ど
要
望
が
増
え
て
い
る
。維
持
管
理
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
十
分
な
予
算
確

保
が
最
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

 

質
問  

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
つ
い

て
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

答
弁  

市
長

　

急
い
で
結
論
を
出
す
必
要
は
な
い
。

内
部
統
制
の
取
組
み
な
ど
で
、こ
れ
か

ら
監
査
委
員
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、内
部
統
制
と
議
会
の

関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、し
ば

ら
く
状
況
を
見
守
る
と
と
も
に
、検
討

し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

 

質
問  

★

内
部
統
制
の
整
備
状
況
と
概

要
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

内
部
統
制
基
本
方
針
を
本
年
２
月

に
策
定
し
、①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推

進
に
向
け
組
織
的
に
取
り
組
む
②
財

務
報
告
等
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
③

リ
ス
ク
の
把
握
、評
価
、対
応
策
な
ど
の

リ
ス
ク
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
、

６
項
目
に
基
づ
き
、内
部
統
制
機
能
の

拡
充
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

 

質
問  

地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
、

財
務
書
類
活
用
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

方
。

 

答
弁  

市
長

　

財
務
書
類
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も

参
考
に
し
な
が
ら
、効
率
的
で
効
果
的

な
財
政
運
営
、さ
ら
に
は
政
策
形
成
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

質
問  

超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

 

答
弁  

市
長

　
本
市
に
お
い
て
も
、★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
で
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、日
々
研
究
を
怠
ら
ず
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、昨
年
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
連
す

る
企
業
の
本
市
へ
の
進
出
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
も
あ
り
、こ
の
よ
う
な
民
間

の
事
業
者
と
も
連
携
し
た「
超
ス
マ
ー

ト
社
会
」へ
の
的
確
な
対
応
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

前
田　

敏
彦

松
永　

孝
三

松
浦
鉄
道
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
内
部
統
制
に
つ
い
て

河
川
の
管
理
に
つ
い
て

12　
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集
落
支
援
員
で
地
域
人
材

の
活
用
を

 

質
問  

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、令
和
２
年
４
月

か
ら
一
定
要
件
を
満
た
す
非
常
勤
特
別

職
や
臨
時
職
員
等
が
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
移
行
さ
れ
、フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、違
い

は
何
か
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

諸
手
当
の
中
の
通
勤
手
当
や
時
間
外

手
当
・
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
フ
ル
タ

イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
も
に
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、地
域
手
当
や
宿

日
直
手
当
・
退
職
手
当
は
フ
ル
タ
イ
ム

職
員
の
み
と
な
っ
て
い
る
。フ
ル
タ
イ
ム

職
員
は
給
与
と
し
て
の
支
払
い
で
、正

規
職
員
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
の
に
対

し
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
・
正
規
職
員
よ

り
短
い
勤
務
時
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
報
酬
と
し
て
の
支
払

い
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
。

 

質
問  

会
計
年
度
職
員
へ
の
移
行
に
際

し
当
面
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
み
と
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、当
面
と
は
ど
の
よ

う
に
解
す
る
の
か
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

現
在
の
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
扱
い
と
し
て
い
る
た
め
、新

制
度
に
お
い
て
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
し
、

現
段
階
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
は
考
え

て
い
な
い
。

 

質
問  

保
育
士
や
看
護
師
等
資
格
を

必
要
と
す
る
職
員
の
場
合
は
、現
在
の

よ
う
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
は
な
く
フ
ル

タ
イ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。次
に
、財
政
上
の
問
題
と
し
て
、歳

出
増
加
額
と
、国
の
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
。

 
答
弁  

総
務
部
長

　

現
在
の
試
算
に
お
い
て
も
、財
政
へ
の

影
響
額
と
し
て
、約
１
億
円
の
増
と
試

算
し
て
い
る
。地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、適
切
に
進

め
て
い
く
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、具
体
的

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

 

質
問  

今
後
の
職
員
体
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

 

答
弁  

市
長

　

現
在
の
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

業
務
の
複
雑
化
へ
の
対
応
、毎
年
の
よ
う

に
起
き
る
災
害
対
応
、厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
る
が
、最
善
の
方
法
を
考
え

な
が
ら
、適
切
な
人
員
配
置
を
行
っ
て

い
く
。

 

質
問  

佐
賀
県
を
舞
台
と
し
た
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ「
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ
」の
続

編
制
作
が
決
定
し
た
が
、市
も
積
極
的

に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。ま
た
市
長
直
轄
の
特
別
チ
ー
ム

を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

私
も
第
２
期
を
非
常
に
楽
し
み
に
し

て
い
る
。放
送
後
に
大
き
な
反
響
を
呼

び
、ア
ニ
メ
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。特
別

チ
ー
ム
は
時
宜
を
得
た
提
案
だ
と
思

う
が
、職
員
の
中
に
は
多
く
の
ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
も
い
る
よ
う
な
の
で
、ま
ず
は
職

員
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
集
約
す
る
機

会
等
を
設
け
た
い
。ど
う
す
れ
ば
伊
万

里
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
の
か
、人
の

心
が
動
く
の
か
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

向
か
っ
て
い
る
ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
と
、職
員
の
知
恵
や
ア
イ

デ
ア
を
結
集
さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、各
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

調
査
研
究
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

 

答
弁  

市
長

　

オ
ー
ル
伊
万
里
で
す
べ
て
の
職
員
が

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、そ
し
て
市
民
、事

業
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

質
問  

制
度
の
概
要
を
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

人
口
減
少
、高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

生
活
機
能
の
低
下
、身
近
な
生
活
交
通

手
段
の
不
足
、空
き
家
や
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
の
重
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、平
成
20
年
に
設
け
ら
れ
た
。報
酬
や

集
落
点
検
、話
し
合
い
な
ど
の
経
費
に

選
任
で
年
３
５
０
万
円（
兼
任
40
万
円
）

を
上
限
に
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

三
重
県
い
な
べ
市
に
60
名
、茨
城
県
常

陸
大
宮
市
に
36
名
、兵
庫
県
養
父
市
に

35
名
、県
内
で
は
唐
津
市
に
７
名
、基
山

町
に
３
名
、多
久
市
に
１
名
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。導
入
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に

な
い
。

 

質
問  

導
入
で
き
な
い
か
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

答
弁  

市
長

　

伊
万
里
に
合
っ
た
制
度
だ
と
思
う
の

で
、ぜ
ひ
導
入
し
て
い
き
た
い
。

力
武　

勝
範

岩
﨑　

義
弥

会
計
年
度
任
用
職
員

へ
移
行

ゾ
ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ

特
別
チ
ー
ム
を

13　
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質
問  

重
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成

費
制
度
の
対
象
者
と
は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
の
方
な

ど
、目
や
手
足
等
の
機
能
が
著
し
く
失

わ
れ
て
い
る
方
。

 

質
問  

毎
月
の
申
請
件
数
は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

月
平
均
2
5
0
0
件
。

 

質
問  

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
病

院
の
窓
口
で
完
結
す
る
現
物
給
付
に

対
し
て
、重
度
心
身
障
害
者
の
方
達
が

病
院
の
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ

た
後
に
、市
役
所
の
窓
口
ま
で
来
て
、助

成
の
申
請
を
す
る
償
還
払
い
の
制
度
は

お
か
し
い
。佐
世
保
市
等
で
は
現
物
給

付
で
行
っ
て
お
り
、当
市
で
も
進
め
る
べ

き
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

当
市
だ
け
で
は
難
し
く
、県
な
ど
に

働
き
か
け
て
い
く
。

 

質
問  

先
日
の
8
月
豪
雨
で
は
、当
市

も
1
時
間
の
降
水
量
が
57
ｍｍ
の
雨
が

降
っ
た
。東
京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、1

時
間
50
ｍｍ
の
降
水
量
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
都
市
設
計
を
し
て
あ
る
と
聞
く
が
伊

万
里
市
は
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

残
念
な
が
ら
、そ
の
よ
う
な
都
市
設

計
は
行
っ
て
い
な
い
。

 
質
問  

武
雄
市
や
佐
賀
市
で
は
1
時

間
に
1
0
0
ｍｍ
を
超
す
雨
が
降
っ
て
い

る
。そ
れ
を
教
訓
に
ど
の
よ
う
な
事
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

 

答
弁  

建
設
部
長

　

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
っ
て
い
る

が
、今
回
の
大
雨
を
教
訓
に
再
度
検
討

し
直
す
。

 

質
問  

平
成
28
年
度
を
ピ
ー
ク
に
寄

付
額
が
減
少
し
、県
内
市
町
村
の
ラ
ン

キ
ン
グ
が
落
ち
て
い
る
理
由
は
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

総
務
省
の
還
元
率
３
割
の
指
導
で
、

寄
付
額
が
減
少
し
、ラ
ン
キ
ン
グ
は
そ

の
指
導
を
守
ら
な
か
っ
た
所
が
伸
ば
し

て
い
る
。今
年
度
よ
り
適
正
に
評
価
さ

れ
る
は
ず
。

山
口　

恭
寿

災
害
に
強
い
街
へ

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
を
現
物
給

付
に
！

 

質
問  

「
道
の
駅 

伊
万
里
」へ
の
観
光
客

の
推
移
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

産
業
部
長

　

伊
万
里
東
府
招
イ
ン
タ
ー
開
通
に

よ
っ
て
、開
通
前
の
平
成
29
年
か
ら
開

通
後
の
30
年
に
か
け
て
約
５
万
９
千
人

減
少
し
て
い
る
。延
伸
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　

 

質
問  

観
光
客
誘
致
の
た
め
、谷
口
イ

ン
タ
ー
出
口
付
近
に
官
民
一
体
と
な
っ

た
、誘
導
看
板
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

答
弁  

産
業
部
長

　

市
が
主
体
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
立
場
と
し
て
、

J
A
を
は
じ
め
国
道
２
０
２
号
沿
い
の

飲
食
店
等
の
連
帯
感
を
持
っ
た
、自
発

的
な
行
動
・
取
組
み
を
促
し
、フ
ル
ー

ツ
・
物
産
観
光
の
拠
点
と
し
て「
道
の
駅 

伊
万
里
」へ
の
更
な
る
誘
客
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 

質
問  

「
道
の
駅 

伊
万
里
」が
本
市
の

観
光
客
誘
致
に
果
た
し
て
い
る
役
割
と

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、市
長
の

考
え
を
尋
ね
る
。

 

答
弁  

市
長

　
「
道
の
駅 

伊
万
里
」は
福
岡
都
市
圏

か
ら
唐
津
を
経
由
し
て
の
玄
関
口
に
位

置
し
、本
市
の
農
業
振
興
と
観
光
振
興

の
両
面
の
核
で
あ
り
、重
要
な
施
設
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、伊
万
里
市
農
協

と
一
緒
に
な
っ
て
、よ
り
良
い
施
設
と
な

る
よ
う
引
き
続
き
考
え
て
い
く
。

 

質
問  

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
く
の
か
市
長
の
思
い
を
尋
ね
た
い
。

 

答
弁  

市
長

　
難
聴
な
ど
の
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保

護
者
に
対
し
、適
切
な
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
責

務
が
、地
方
公
共
団
体
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。そ
の
た
め
、公
的
な
支
援
制
度

に
つ
い
て
は
、前
向
き
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。し
か

し
な
が
ら
、公
的
な
支
援
を
行
う
以
上

は
、ど
こ
か
で
そ
の
対
象
と
な
る
範
囲

を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
ず

は
、国
や
県
に
対
し
、片
耳
難
聴
の
方
が

直
面
さ
れ
て
い
る
生
活
上
で
の
不
利
益

の
実
態
を
お
伝
え
し
、支
援
の
拡
充
に

つ
い
て
声
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

坂
本　

繁
憲

片
耳
難
聴
者
へ
の
公
的
支
援

［
道
の
駅 

伊
万
里
」の　

 

活
性
化

14　
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児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

横
断
歩
道
の
設
置

 

質
問  

起
立
性
調
節
障
害
は
、「
不
登

校
」の
要
因
と
も
な
る
病
気
で
、適
切
な

対
応
が
大
事
。岡
山
県
の
よ
う
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
県
に
求
め
て
ほ
し

い
。

 

答
弁  

教
育
長

　

30
日
以
上
不
登
校
は
直
近
で
小
学

校
10
人
、中
学
校
34
人
。原
因
は
様
々

で
、こ
の
病
気
に
関
し
て
教
職
員
で
の

研
修
も
行
っ
て
い
る
が
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
的
な
指
導
が
益
々

必
要
に
な
っ
て
く
る
。県
の
調
査
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
機
会

を
捉
え
て
提
案
し
た
い
。

 

質
問  

市
の「
障
害
児
福
祉
計
画
」に

来
年
度
末
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
設
置
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。現
状
は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

先
進
地
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

行
い
、保
健
、医
療
や
作
業
療
法
士
な
ど

専
門
分
野
等
と
の
連
携
を
行
い
つ
つ
、

効
果
的
な
手
法
や
課
題
の
抽
出
か
ら

着
手
す
る
。

 

質
問  

副
食
費
の
徴
収
な
ど
本
来
の

業
務
以
外
の
雑
務
が
増
え
る
た
め
、園

側
が
当
惑
し
て
い
る
。制
度
ヘ
の
問
題
提

起
は
し
つ
つ
も
、少
し
で
も
園
の
負
担

が
減
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
の
対
応
を
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　
「
保
育
体
制
強
化
事
業
」な
ど
様
々

な
制
度
が
あ
る
の
で
、要
望
を
聞
い
て

紹
介
、検
討
し
て
い
く
。

 

質
問  

市
か
ら
県
の
公
安
委
員
会
へ
要

望
し
た
横
断
歩
道
要
望
箇
所
に
関
し
て

「（
設
置
は
）消
極
的
に
解
す
る
」と
の

意
味
不
明
な
回
答
が
あ
っ
た
。よ
り
誠

実
な
対
応
を
求
め
る
べ
き
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

改
め
て
公
安
委
員
会
に
尋
ね
た
ら
、

「
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
の
危
険

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

盛
　

泰
子

起
立
性
調
節
障
害
★

食
品
ロ
ス
へ
の
取
り
組
み

市
の
配
布
物
の
ス
リ
ム
化

 

質
問  

少
子
高
齢
社
会
や
人
口
減
少

の
中
で
、大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
、買
い
物
弱
者
へ
の
取
り
組
み
。　
　
　
　
　

 

答
弁  

市
民
部
長

　

定
期
的
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
の
配
達
を
行
う
と
と
も
に
、安

否
な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い
る「
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
」が
あ
る
。ま
た
、民
間

事
業
者
も
６
社
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
は「
高
齢
者

向
け
サ
ー
ビ
ス
の
手
引
き
」と
い
う
情

報
誌
で
提
供
し
て
い
る
。

 

質
問  

平
成
30
年
度
の「
買
い
物
支
援

部
会
」の
取
り
組
み
は
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

市
全
体
を
範
囲
と
し
た
第
１
層
協

議
体
の
中
で
、平
成
30
年
度
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。事
業
者
と
行
政
と
の
勉

強
会
を
３
回
開
催
し
た
。今
後
は
、買
い

物
支
援
を
希
望
さ
れ
る
地
区
と
支
援

事
業
所
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る

な
ど
の
展
開
を
考
え
て
い
る
。

 

質
問  

日
本
の
食
糧
自
給
率
が
38
％

と
言
わ
れ
る
中
、食
品
ロ
ス
へ
の
取
り
組

み
と
考
え
は
。

 

答
弁  

市
長

　

第
３
次
伊
万
里
市
食
の
ま
ち
づ
く

り
・
食
育
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
や
団
体
で
構
成
さ
れ
る
食
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
・
推
進
委
員
会

と
連
携
し
、出
前
講
座
や
市
の
広
報
を

通
し
た
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。今

後
と
し
て
は
、地
域
で
の
食
品
ロ
ス
の

実
情
等
の
調
査
研
究
を
進
め
、新
た
な

施
策
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問  

最
近
、市
の
配
布
物
が
多
く

な
っ
た
と
の
声
を
聞
く
が
、今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

 

答
弁  

市
長

　

広
報
伊
万
里
に
掲
載
す
る
記
事
自
体

の
ス
リ
ム
化
や
、全
戸
配
付
す
る
も
の

は
、原
則
と
し
て
広
報
伊
万
里
に
は
掲

載
を
し
な
い
等
、い
く
つ
か
の
取
り
組
み

が
考
え
ら
れ
る
。今
後
の
展
開
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
、紙
ベ
ー
ス
の
現
物

支
給
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

区
長
さ
ん
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き

た
い
。

梶
山　

太

買
い
物
支
援
対
策

字
数
の
関
係
で
２
問
省
略

15　
15　
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質
問  

第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計
画

の
振
り
返
り
か
ら
、施
策
の
目
標
の
達

成
度
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

政
策
経
営
部
長

　

 

「
活
力
あ
ふ
れ 

ひ
と
が
輝
く 

や
す

ら
ぎ
の
ま
ち
伊
万
里
」の
実
現
に
向
け
、

40
施
策
を
掲
げ
具
体
的
に
定
め
て
進
め

て
き
た
。第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画

を
策
定
す
る
為
、平
成
29
年
度
に
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、各
担
当

課
ご
と
に
評
価
し
た
と
こ
ろ
、全
体
の

８８
．６
％
が
順
調
、ま
た
は
お
お
む
ね
順

調
で
あ
り
、第
５
次
伊
万
里
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
は
お
お
む
ね
達
成

し
て
い
る
。

 

質
問  

子
育
て
支
援
充
実「
少
子
対

策
」の
中
で
多
子
世
帯
学
校
給
食
費
補

助
金
の
対
象
を
第
３
子
に
拡
充
し
て

は
。

 

答
弁  

教
育
部
長

　

現
状
第
４
子
以
降
、30
年
度
見
込
み

額
、61
名
、２
２
８
万
１
７
８
０
円
。第
３

子
に
拡
充
し
ま
す
と
、約
３
千
万
円
か

か
り
、財
政
的
に
厳
し
く
現
行
の
第
４

子
以
降
の
補
助
制
度
を
維
持
す
る
方

向
で
あ
る
。

 

質
問  

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
、小
学
校
の
授
業
を
ゆ
と
り
の
あ
る

時
間
に
で
き
な
い
か
。

 

答
弁  

教
育
長

　

平
成
23
年
度
か
ら
５
・
６
年
生
に
お

け
る
外
国
語
活
動
が
年
間
35
時
間
、令

和
２
年
度
か
ら
３
・
４
年
生
で
は
、外
国

語
活
動
を
年
間
35
時
間
、５
・
６
年
生
で

は
外
国
語
科
と
し
て
年
間
70
時
間
で
あ

り
、週
あ
た
り
１
時
間
増
え
る
。夏
休
み

期
間
を
減
ら
し
た
り
、土
曜
日
授
業
を

増
や
し
た
り
し
て
対
応
し
て
い
く
。

 

質
問  

夏
休
み
に
対
す
る
考
え
。

 

答
弁  

教
育
長

　

夏
休
み
は
、地
域
行
事
や
色
々
な
体

験
に
よ
り
、自
己
有
用
感
が
育
ま
れ
る

期
間
だ
と
思
う
。授
業
時
間
の
確
保
や

エ
ア
コ
ン
設
置
で
、夏
休
み
期
間
を
短

く
す
る
考
え
も
有
り
ま
す
が
、ゆ
っ
く

り
と
心
や
体
を
休
め
る
期
間
と
し
て
大

切
だ
と
思
う
。

 

質
問  

市
民
会
館
を
廃
止
す
る
と
聞

い
た
が
、今
後
の
取
り
扱
い
つ
い
て
。

 

答
弁  

総
務
部
長

　

改
修
工
事
に
２
億
円
か
か
る
の
で
、

廃
止
の
考
え
で
進
め
て
行
く
が
、10
月

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
す
る
。　

前
田　

邦
幸

第
６
次
伊
万
里
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
に

つ
い
て

 

質
問  

高
齢
化
社
会
の
現
状
は
。ま
た

６
年
後
に
迫
っ
た
２
０
２
５
年
問
題
を

ど
う
予
測
す
る
か
。高
齢
者
の
健
康
増

進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

高
齢
化
率
は
、令
和
元
年
９
月
１
日

時
点
で
伊
万
里
市
人
口
５
万
４
７
０
１

人
に
対
し
、高
齢
者
数
１
万
６
９
８
９
人

で
あ
る
。

　

団
塊
世
代
の
生
ま
れ
の
方
が
75
歳
に

な
ら
れ
る
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
化
率

は
33
．8
％
が
予
想
さ
れ
、現
況
よ
り
も

２
．７
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。ま
た

総
人
口
に
占
め
る
75
歳
以
上
の
人
数
が

18
．６
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。75
歳

以
上
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
に
伴
い
、

①
高
齢
者
世
帯
の
増
加
②
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
③
介
護
・
医

療
費
な
ど
社
会
保
障
費
の
増
加
等
が

見
込
ま
れ
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
策
と
し
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。現
在
40
カ
所
、９
９
１
名

の
方
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
は
70
カ
所
、

１
７
０
０
名
を
目
指
し
た
い
。実
施
団

体
が
順
調
に
増
加
す
る
と
、担
当
課
の

職
員
だ
け
で
は
な
く
、市
民
の
方
の
協

力
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、今
後
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
計
画
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、特
定
健
康
診
査
受
診
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
特
定
検
診
の
過
去
３
カ
年
の
実

績
は
、平
成
28
年
度
が
45
．９
％
、29
年

度
が
47
．１
％
、30
年
度
が
48
．７
％
と

年
々
増
加
は
し
て
い
る
が
、国
が
目
標

と
し
て
掲
げ
る
60
％
に
比
べ
る
と
低
い

の
で
、こ
の
数
値
を
目
標
に
し
て
取
り

組
み
た
い
。

　

受
診
率
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
病
気

の
早
期
発
見
、重
症
化
予
防
を
図
り
、

活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。 

渡
邊　

英
洋

進
む
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
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質
問  

婚
活
推
進
事
業
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
。

 

答
弁  

市
民
部
長

　

将
来
的
に
人
口
減
少
や
少
子
化
が

進
む
中
、今
後
人
口
減
少
を
緩
や
か
に

し
、地
域
の
活
力
、活
性
化
を
図
っ
て
い

く
上
で
、成
婚
後
に
移
住
、定
住
さ
れ
る

可
能
性
が
高
く
、そ
の
後
も
様
々
な
分

野
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
出
来
る
婚
活

推
進
事
業
は
重
要
な
施
策
事
業
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

成
婚
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、各
地
区
、町
か
ら
も
地
域
活
性

化
の
観
点
か
ら
、婚
活
事
業
に
対
し
て

積
極
的
に
ご
提
案
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

質
問  

本
市
の
第
２
期
地
方
創
生
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

 

答
弁  

市
長

　

本
市
に
お
い
て
何
よ
り
も
重
点
的
に

取
組
む
べ
き
は
、こ
れ
か
ら
の
伊
万
里

市
を
背
負
う「
ひ
と
づ
く
り
」で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
、同
時
に
本
市
を
誇
り
に

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な「
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
な
が
ら
、本
市
で
働
き
た

い
と
思
う
人
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
な

「
し
ご
と
づ
く
り
」に
取
組
み
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
ご
縁
を
最
大
限
に
生
か
し
、

そ
れ
ら
全
て
で「
オ
ー
ル
伊
万
里
」の
名

の
下
に
、こ
れ
か
ら
の
伊
万
里
市
を
創
っ

て
い
き
た
い
。

前
田　

久
年

地
方
創
生
の
対
応
に
つ
い
て

婚
活
推
進
事
業
に
つ

い
て

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

 

質
問  

こ
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
人
は

日
本
人
男
性
で
20
人
に
一
人
、女
性
で

５
０
０
人
に
一
人
。全
国
で
約
３
０
０
万

人
と
も
い
わ
れ
る
。①
色
覚
障
が
い
者
へ

の
対
応
は
。②
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
い
る
。

国
内
の
地
震
危
険
度
を
示
す
地
図
を

色
弱
者
に
配
慮
す
る
見
直
し
が
始
ま
っ

た
。本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
は
ど
う

か
。③
色
使
い
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
。　

 

答
弁  

市
民
部
長

　

①
市
H
P
や
広
報
誌
、案
内
表
示
等

に
配
慮
し
て
き
た
が
時
間
も
経
て
意
識

配
慮
へ
の
懸
念
を
持
っ
て
い
る
。③
先
進

地
を
参
考
に
職
員
向
け
に
作
成
し
た
い
。　

 

答
弁  

建
設
部
長

　

②
色
使
い
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
配

慮
し
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

質
問  

文
科
省
の
勤
務
実
態
調
査
や

給
食
費
の
徴
収
状
況
調
査
で
教
員
の
厳

し
い
実
態
が
伺
え
る
。中
教
審
で
は
、給

食
費
の
公
会
計
が
提
言
さ
れ
、促
す
通

知
も
あ
っ
て
い
る
。

　

①
本
市
の
状
況
、徴
収
金
額
は
。②

公
会
計
に
な
る
こ
と
の
意
味
は
。③
公

会
計
で
の
効
果
や
進
め
方
に
つ
い
て
分

析
、整
理
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成

さ
れ
た
。業
務
負
担
の
軽
減
、保
護
者

の
利
便
性
、徴
収
・
管
理
の
効
率
化
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。④
私
会
計
か
ら
公
会

計
に
向
け
た
動
き
が
一
気
に
動
き
出
し

た
。教
育
長
の
考
え
は
。⑤
公
会
計
に
向

け
て
は
財
政
面
、職
員
配
置
、関
係
機

関
等
の
調
整
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、市

の
考
え
は
。

 

答
弁  
教
育
部
長

　

①
学
校
長
が
徴
収
・
管
理
し
、食
材

購
入
へ
一
括
支
払
い
の
私
会
計
で
約

２
億
４
７
０
０
万
円
。②
市
の
歳
入
で

徴
収
し
歳
出
で
食
材
費
と
し
て
計
上
。

③
納
付
の
選
択
が
広
が
り
、債
権
管
理

の
業
務
と
の
連
携
や
シ
ス
テ
ム
の
活
用

等
期
待
さ
れ
る
。

 

答
弁  

教
育
長

　

④
職
員
の
負
担
は
認
識
し
て
い
る
。

児
童
、生
徒
に
向
き
合
う
時
間
確
保
に

つ
な
が
り
実
施
の
意
義
は
大
き
い
。

 

答
弁  

市
長

　

⑤
給
食
費
に
限
っ
て
の
公
会
計
は
負

担
軽
減
、公
平
性
、透
明
性
で
効
果
は

あ
る
。課
題
整
理
し
検
討
す
る
。

樋
渡 

雅
純

色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー

17　
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◆〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約16円（印刷費）で作成しています。

議
会
運
営
委
員
会
報
告
・
編
集
後
記

71

の
が
大
前
提
で
す
。次
に
、地
域
住
民

で
力
を
合
わ
せ
る（
共
助
）、最
後
に

市
役
所
や
自
衛
隊
な
ど（
公
助
）の

支
援
を
受
け
ま
す
。よ
っ
て
、今
回
の

災
害
を
き
っ
か
け
に
、安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
、災
害
に
備
え

た
ご
近
所
付
き
合
い
を
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
西
田　

晃
一
郎
）

　

今
年
は
、特
に
自
然
災
害
が
多
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、身
近

な
所
で
甚
大
な
水
害
が
発
生
し
た
か
ら

で
す
。

　

私
は
、消
防
団
員
と
し
て
地
域
を
見
回

り
、元
社
協
職
員
と
し
て
、県
内
の
市
町

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
陣
中

見
舞
い
に
行
き
情
報
を
集
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

円
滑
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。そ
し

て
、自
分
自
身
も
大
町
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
か
き
氷
を
提
供
す
る
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
は
、幸
い
に
も
大
き
な
被
害

が
発
生
せ
ず
、日
常
に
戻
る
ま
で
時
間
が

か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、明
日

は
我
が
身
で
す
。水
や
食
料
な
ど
十
分
な

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ
れ

ま
で
盲
点
だ
っ
た
停
電
も
想
定
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。さ
ら
に
は
、も
う
一
つ
大
切

な
備
え
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、日
ご
ろ

か
ら
の
ご
近
所
付
き
合
い
で
す
。災
害
時

に
は
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）

広
報
広
聴
委
員

◎
岩
﨑
　
義
弥
　
　
○
西
田
晃
一
郎

　
坂
本
　
繁
憲
　
　
　
加
藤
奈
津
実

　
川
田
　
耕
一
　
　
　
山
口
　
常
人

　
山
口
　
恭
寿

議会運営委員会
　前号で報告した取手市議会・所沢市議会の
議会改革の取組みを参考にして、今後、どこから
どのように取り組んでいくかについての協議を
行いました。
　また、「市民との約束」である議会基本条例第
24条に、改選後「速やかに検証する」と規定して
いることから、条例内容の検証を実施しました。

そのうち改選後の議員研修については、議長か
らの指示により講師の人選を進めています。
　また、「議会報告会」は、議会からの呼びかけ
による実施だけではなく、市民団体からの開催
申込みが可能であることのPRが出来ていない
との認識で一致したため、ここでお知らせしま
す。

議会基本条例を制定して２年余りであり、これから

スタートする内容が多いのも事実ですが、一つずつ

着実に歩みを進めていきたいと考えています。　

◎盛　　泰子　○力武　勝範
　岩﨑　義弥　　前田　敏彦　　前田　邦幸
　山口　恭寿　　梶山　　太

《 伊万里市議会と市民との意見交換会 開催方法 》
○対　　象 ： 市内に所在する団体（10人以上で構成される団体に限る）で、
 宗教団体や、議長が適当でないと認める団体以外の団体
○案　　件 ： 市政に関すること、市議会に関すること、その他必要と認める事項
○申込方法 ： 開催申込書に出席者名簿を添えて、議会事務局へ提出
○お問合せ ： 議会事務局　☎０９５５－２３－２５９４
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